


「自動運転レース学習」について

⇒自動運転レースを通して AI やモビリティ制御技術を、理論及び実践的な開発体験の両面から

学ぶことが出来ます。

学習イベント開催時には、以下のような学習ステップを想定しています。

理論学習：実際の自動運転システム構成と、シミュレーション技術について学びます

開発体験：学んだ理論を基にシミュレータを利用して自動運転レーシングカーの開発を実践

実践競争：
開発した自動運転レーシングカーを使って他参加者と走行ラップタイムを競います

意⾒交換：他参加者と開発の工夫や、走行方法を意見交換をして、より良い開発を探求します

⇒ 本事業で実施される自動運転レースは、デジタル環境下で行われるシミュレーションレース

です。シミュレータは実車を模擬した車両物理モデルが入っており、学生が開発するプログラム

は実際の自動運転制御を簡略化したものになっています。そのため現実世界の実車開発と同じく、

走行出来ないような設定では、コースアウトやスピンをする仕様になっています。

実機のロボットプログラミングなどと比較した際の利点としては、グループ単位ではなく、参加

者が一人 1台づつ自分のレーシングカーで参加出来ること。

またプログラム開発、シミュレーション(検証) , データ解析の開発サイクルを初学者でも簡単に、

何度も回せることです。

開発サイクルを回して、より速い自動運転アルゴリズムの開発を目指す自動運転レースです。


